美談 附近 



1 干 田國士 



両 神き & 

• 

川 村 節 子さん は、 未だ 嘗て、 人の せぬ こと をした こ 

とはなかった。 それほど、 目立つ ことが 嫌 ひで あり、 

異を樹 てると いふ ことに 趣味はなかった。 

ところが、 たった 一 つ、 今度と いふ 今度 は、 人の せ 

ぬ こと を、 ついして しまった。 夫の 周 作が 不機嫌な 顔 

をす るの も 無理 はない。 

それ は、 新聞に、 婦人の 標準 服と いふ ものが 図解 入 

りで 発表され た、 その 日、 川 村 節 子さん は、 式服 を 除 



マッチ を、 ちらと 横目で 見た ま、、 受取ら うとし ない- 

「校長 先生」 

と、 彼 は、 喉の 裂ける やうな 声で 叫んだ。 

「御 命令なら、 私 は 火 をつ けます。 たゾ、 一 と 言、 申 

上げたい ことがあります。 

この 人形 は、 十 年 以来、 この 学校に 住み、 われわれ 

と共に 教へを 受け、 日本人の 心 を 心と し、 日本の 有難 

さ を 知リ、 再び アメリカへ は 帰らない、 この 土地の も 

のにな つて ゐる害 だと 思 ひます。 われわれ は、 一人の 

アメリカ人 も、 皇 威に まつろ はぬ 限り、 生かして は 置 

きません。 しかし、 十 年間、 日本の 学校に ゐたァ メリ 



る。 細君 は、 それ ゆ ゑ、 結婚 後 歯科医の 免状 を 取った 

ほどの 夫 想 ひであった。 

「ご 近所で は あなたの こと は みんな 知って らっしゃる 

ん だから、 家に じっとして らっしゃい」 

夫の 古 ズボン を どうやら モンべ 風に 直して、 それ を 

キリ ヽと バンドで 締めた のが、 女 群 長さん の 健気ない 

でた ちであった。 

「しかし、 寝て る わけ ぢ やない から、 さう はいかんよ- 

監視 係ぐ らゐは 勤まる だら う」 

「い、 え、 また 熱が 出る から 駄目 …… 」 

うが ひ 

いつも 同じ ことで ある。 細君が、 最後の 患者に 含嗽 



を させ、 手術 着 を 脱いで 出て 行く と、 その後から、 き 

まって、 筒井 莞爾君 は、 国民服に 脚絆 を 巻いて、 見学 

に 出掛けて 行く。 

訓練 はだん/ \ 激しくな り、 本格的に なって 来た。 

女 軍の 奮闘 は 特に 目覚しかった。 濡れ 筵 を 盾に して 燃 

えさ かる 焼夷弾に 突進す るお 向 ひの 奥さん は、 薄化粧 

の頰に 決死の 色 をみ せて ゐた。 

いよく、 負傷者 を 救護所へ 運ぶ ことにな つた。 急 

造の 担架が 用意され、 腕っ節の 強さうな 二人が 選ばれ 

た。 強さうな といっても、 女 は 女で ある。 腰 を 屈める 

形 もま ことに 優美で ある。 



遠足 

「これで 約束の 時間に 間に合 ひます か」 

「さあ、 ちょっと 怪しい な、 もう 少し 急がう」 

「地図って やつ はどう も 当てに ならん」 

「地図の 方で もさう 云って るよ。 医者と 地図と どう 関 

係が ある つて …… 」 

「それにしても、 この辺 は 人家が なさす ぎます ね」 

「人家 無き と - J ろ 患者 ある べき 道理な し」 

めいめい 思 ひ 思 ひの いでたちながら、 相当 歩く こと 

を 覚悟で、 X X 巿を 今朝 発って 来た 一行で ある。 医者 



新聞記者の A 君が、 まづ 挨拶 をした。 

「両 先生 を 御 紹介し ます。 こちらが XX 病院 副 院長 B 

博士、 こちらが X X 県 医師会 評議員、 眼科の C 先生で 

す。 特にお 断りして おきます が、 両 先生 はもち ろん、 

われわれ は 決して 慈善 行為 をす るつ もり はない ので あ 

ります。 病気の 治療が できない 方が 一 人で も あると い 

ふこと は、 お 国の ために 非常に 心配な ことです。 この 

村に はお 医者が ゐ ない、 そこで、 手の あいて ゐる 医者 

が 代り代りに 来て、 患者 をみ てあげよう、 それ は 医者 

として 当り前な こと だ、 今度 は 自分た ちが、 日曜 を 利 

用して ひとつ 出かけよう、 かう いふ 軽い 気持で 来られ 



と、 B 博士 は 感慨 深げ に 云った。 

「ちょっとし たもんだ。 ところで 新聞に 出す 手 は 絶対 

にないな、 医師会の 半分が 動き 出す まで は …… 」 と、 

C 先生 は 応じた。 

次男 

鳥居 朝 吉君は 弟の 手紙 を 繰返して 読んだ。 

弟 は 郷里の 中学 を 終へ、 高等学校の 試験に 通って ゐ 

ながら、 進んで 現役 志願 をして 満洲へ 渡り、 守備隊 勤 

務に 服して ゐる 間に、 病 を 得て 内地の 病院へ 還され、 



そこで 除隊に なって 現在 は 父母の 膝下で 静養 をつ、 V け 

てゐ るので ある。 

—— からだの 方 はだい ぶんよくな りました。 兄さん 

が 結婚され たこと を ハルビンで 聞いた 時、 僕 はこれ 

でもう 安心 だとい ふ 気がしました。 それが どうい ふ 

意味 か、 兄さんに わかります か。 僕 は 家の こと を考 

へたので す。 北満の 空 は 暗雲に 覆 はれて ゐ ました。 

僕 はいつ でも 死ぬ 覚悟で ゐ たのに、 やっぱり、 家 を 

出て ゐられ る 兄さんの ことが 気が かりでした。 とこ 

ろで、 今、 かう して 家に 帰り、 少し 気持 も 落ちつい 

て 来て、 自分の 将来の こと を あれこれと 思 ふので す 



弟 は 僕たち 二人です から、 本来なら 兄さんが 家に 留 

まるべき だと 思 ふので すが、 それ は 恐らく 無理で せ 

う。 兄さん は 恵まれた 才能に 従って 東京で 好きな こ 

と を やって 下さい。 日本の 経済界の 立て直し を やつ 

て 下さい。 僕 は、 幸 ひ 次男と して、 誰から も 強 ひら 

れず、 不本意ながら とい ふので なく、 自分の 興味と 

本性の 命ずる ま、 に、 兄さんに 代って 家 を 護り ます。 

わが X X 町の ために 一生 を 捧げます。 どうか、 僕の 

この 願 ひ を その ま、 信じて 下さい。 

鳥居 朝吉君 は、 読み終った 手紙 を 膝の 上に 置き、 「畜 

生ッ」 と肚 のなかで 叫びながら、 ぐっと 胸 をつ まらせ 



らした。 

浦 野 今巿君 は、 ほとんど 泣き 笑 ひと も 云 ふべき 表情 

で、 旧友 遠山 三郎の 口元 を 見つめて ゐた。 

「ほんと だよ。 噓 だと 思 ふなら 来て みろ よ」 

「誰も 噓 だなん て 思 やしないよ。 た、 V、 かう 云 ふと、 

君の 方が 噓 だと 思 ふか も 知れない が、 僕、 近頃 酒 を や 

めたん だ」 

「噓 つけ」 

「噓 だと 思 ふなら …… 」 

と、 まで は 云った が、 証拠と て はなに もない。 

「本当です か、 奥さん？」 



) J ろり と 寝， j ろんだ。 

遠山 三郎 は、 すっかり 酔 ひ を 奪 はれた かたちで、 挨 

拶も そこそこ 引き上げた。 

夫の 服 を 脱がせ、 床に 就かせる 細君の 手 並は鮮 かな 

ものだった。 それ は、 張 合の ある ことの やうで も あつ 

た。 却って、 平生よりも いそいそ として ゐ るかの やう 

にみ えた。 

しかし、 浦 野 今巿君 は、 細君に 一 と 言 も 口 を 利かう 

としなかった。 酔 ひ 方が 今までと まるで 違って ゐた。 

鼾まで どこか 淋し さう であった。 

細君 は、 その 淋し さ を、 いろいろに 考 へた。 そして 
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